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１ 研究課題 

  愛されて育つ子ども 

 

２ 研究・研修の視点 

食は人間が生きていくうえで欠かすことのできないものであり、健全な食生活を日々実践し、おい

しく楽しく食べることで人は生きる喜びや楽しみを得て、健康で心豊かな暮らしを実現できる。 

2005 年６月に成立した食育基本法の前文では、「子どもたちが豊かな人間性をはぐくみ、生きる力

を身につけていくためには、何より「食」が重要である」、「食育を、生きる上での基本であって知育、

徳育及び体育の基礎となるべきものと位置付けるとともに、様々な経験を通じて「食」に関する知識

と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てること」と示して

おり、特に子どもに対する食育を重視している。 

しかし、現代の日本では、核家族化の進展、共働きの増加など食を取り巻く社会環境が大きく変化

し、多くの家庭が忙しい生活を送る中で生活スタイル等が多様化し、大切な親子のコミュニケーショ

ンの機会が減り、供食が減少、人生経験豊かなおじいちゃん・おばあちゃん等、異世代との関りが薄

れつつある。 

そのため、本来、世代から世代へと受け継がれていた食事の団欒の中で生まれるコミュニケーショ

ンやしつけ、マナー、いただいている生命や食事ができるまでに携わっている人々への感謝の心、地

域で育くまれてきた伝統的な味覚や食文化が見失われつつある。 

幼稚園で給食を中心に幼児の発達段階を踏まえた食育を展開するには、保育者はもとより給食関係

者など園の全職員、食に関わる多くの関係者、そして何より家庭・地域の連携および協働のもとで進

めていくことが重要である。 

幼児期に愛情に支えられた安全な環境の下で心と身体を十分に働かせて生活することによって、生

涯を通じて健康で安全な生活を営む基盤は培われていくものである。健康な幼児を育てることは、単

に身体を健康な状態に保つことを目指すことではなく、他者との信頼関係の下で情緒が安定し、一人

一人が伸び伸びと自分のやりたいことに向かって取り組むことができるようになることである。 

健康な心と身体を育てるためには、食育を通じた望ましい食習慣の形成が大切であることを踏まえ、

幼児の食生活の実情に配慮し、和やかな雰囲気の中で保育者や他の幼児と食べる喜びや楽しさを味わ

ったり、様々な食べ物への興味や関心をもったりするなどし、食の大切さに気付き、進んで食べよう

とする気持ちが育つように工夫し、研究を深めていく必要がある。 

 

３ 主な研究・研修の内容と計画 

 ☆ 家庭の食の情報を収集・共有して、家庭での食への関心を深めていけるよう連携をとる。 

 ☆ 行事食や栽培などを通して、食への興味が深まるようにする。 

 ☆ 保育者や友達と食べることを楽しみ、食べ物への興味や関心をもつ工夫をする。 

 

 【研究計画】 

  令和２年度 

   〇 食への興味や関心を深め、健康な心と身体を育むための保育者の働きかけについて研究する。 

第２分科会 

子どもの健康な心と身体を育む 

食育を考える 

問題提起園 田上幼稚園 

問題提起者 濱崎 安奈 
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  令和３年度 

〇 食への興味や関心を深め、 しい生活様 を踏まえ子どもと共につくり す活 の り に

ついて研究する。 

 

 研究の 要 

１ 研究・研修 ーマのとらえ  

    上幼稚園の食育  

   食べることで幼児期に「食べることのできる感謝の気持ち」を身に付ける。 

  イ 給食で幼児期に「 しい生活習慣」を身に付ける。 

   自園で る給食の さ。 

   ・ たいものは たく、 かいものは かく食べられる。 

   ・ みんな じ 立で、楽しく食べて き いが される。 

   ・ 人 に じお代わりができ、 ル ーへの対 ができる。 

   ・ の食 、 加物など 力少ない、安心安全な食 を できる。 

 本園では開園 来、食育に力を れてきた。さらに、家庭と連携を取り、食への興味関心を深め

られるよう環境を工夫したり、 びを工夫したりし、保育者の働きかけについて 及していきたい。 

 

２ 研究内容 

  ・ 食育の年間計画 年 を 成し、実践、 していく。 

・ 行事食や栽培などの体験を通して、食への興味が深まるよう保育者の けや、 の を

える。 

  ・ 家庭との連携を取り、食に対する 体的な働きかけによる幼児の成 や心の きを える。 

       

３ 実践  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育   月から まる給食の として、食育 を って子どもたちに食べ物への興味を持たせる。 

苦⼿な野菜を克服 
できるよう声掛け 

各クラスに掲⽰ 

 野菜のパペット  

３つの⾊の⾷べ物列⾞  

カレー作りのエプロンシアター  苦⼿な野菜を克服 

できるよう声掛け 
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実践  

 行 事 食 

 ・ 行事の 味を びながら食事を楽しめるように工夫する 

月 行事 ニュー 活 の様子  

６月 の収  き うりのおかかあえ 月中 に の えをして の

生 を楽しむ。 

収 した を ス とに給食 で

してもらい 食。 

 

0 月 ン ン ンスー  ス りの を て ー や

ンスを楽しむ。 

 

 

2 月 スマス会 ケー  

 

スマス会 、 りの ン

を持ってくじを いた他の スに

、 ー をしたり ン 会

食 

年少・中・ スを 体して  

 

もちつき りもち お 月ならではのもちつきを体験する

ことにより、お 月を える期 ともち

をまるめて りを る楽しみを知る。 

 前は といももちを食べていた

が、現 は安全・ 生 を 慮して 食

は行っていない。 

 

そばうち  望者のみそば からこ てそばを

り 食 

園 が り の指  

 

１月 びらき ん い 
もちは っていない

 

ん いを食べて一年の健康を う。 

 前は さなもちが っていたが、

安全 を 慮して現 は っていな

い。 

 

２月 分 大 の 目  ・ の を り まきをする。 

・ 大 はやわらかく てあり、 を

ぐ 

 前は大 の を していたが、

現 は を 慮し していない。 

 

３月 な り なあられ ・ な人形の  

・ な りの を いて給食で なあ

られを食べる。 

 

 

お れ会食  ・ 年 の 園を い、お れ会

ン を し、一緒に し食事を楽

しむ。 

体育 で イ ン 形  

年はコ ナ ルス の 、

スで会食  

 

 



− 17 −

実践  

 

 

      ・・・ 0月 年は 0 月 2 日実  

         年 組の園 保育の日を して、給食 食会を行う。 行 の 画  

         子どもたちが 段食べている給食を味わってもらい、食 のこだわりや工夫して

いる事について知ってもらい、家での食事 りの ン を得る機会となる。 

 

         ・・・ 日の 立 を見て給食 立の本と らし わせて、その日の ニュー

と食 を知る。家庭の 食と重ならないよう配慮してもらう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

園・進 月 家庭に を してもらい、 々の子どもの食事状態、 ル ー等を

する。      

〇 とんどの子どもが 食を 20 分 0 分かけてしっかり食べている。 食べないことが多い子 5

人中３人  

〇 食は 0分 0分かけて食べている。 １ 間 上かけて食べる子 5 人中 人  

〇 食事が進まない は、親が食べさせる家庭が多い。 

〇 大きい が み切れない、 み めない、 食いが目立つ等の みもあった。 

 

園での の 供は、 生上の から とんど加 して 供している。 は生

の マ を 供したが、 とんどの子が 食 大 マ の な子も一

は食べた。 

 

りん ・・・・・年少組 上は 付きのりん を 供、 と食べる。 

年少組 １ 期は がついていることに があり だけ していたが、３ 期

には とんどの子が食べられるようになる。 

        年少組 上は食 はできるだけ大きめにして、 や の発達を大切にしている。 

        前 で み切る、 ですりつ す、 力をつける 習をしている。 

 

いりこ・・・・・ ルシ を するために「いりこ」を給食 に 日食べている。 

          な「いりこ」を取り せ、園で３ 間かけて っている。 

 

保 者との連携 

食会 

給食 立の本 

食事状  

食 の工夫 

全園児に配  
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実
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、

ー
、
ス
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が
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行
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上

に
ー

り
で

れ

、
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も

進
ま

き
い
も
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、
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べ

る
こ

と
に

一
だ
っ

た
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家
で

の
様
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く
と
、

ー
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ス
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な
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て

い
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と
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と
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ま
は
、
給
食

間
が

楽
し

い
間

と
な

る
よ

う
に

、
け

は
な

る
べ

く
減
ら

し
、

会
を
増

や
す

。
 

 年
 

月
ま
で

上
と

じ
。
 

へ
向

け
て

、
を
き

ち
ん
と

っ
て

食
べ

る
こ

と
が

で
き

る
よ
う

に
保

者
と

を
す

る
。

家
庭

で
も

日
を

持
つ

習
に

取
り

組
ん

で
く

れ
た
。
 

「
の

り
を

き
ち

ん
と

し
よ

う
」

と
う

と
食

が
進

ま
な

く
な

り
が

ま

る
。

の
期

を
め

つ
つ

、
気

く
を

け
た

。
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で
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る
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う
に

な
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。
 

か
ら

あ
等
は

、
で
す
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て
と

す
こ

と
も

あ
っ

た
が

、
で

さ
さ

に
食
べ
よ
う

と
す

る
識
は

ま
っ
た

様
だ

っ
た
。
 

 
 

 
 

 
 

年
少
組

2
0
人
中

上
ス

ー
ン

ー
を

っ
て

の
食

事
 

 ・
 

園
は

を
い
た

が
ら

ー
 

と
ス

ー
ン
で

の
食

事
が

い
た

。
 

 ・
 

の
持
ち

は
、
上

か
ら

っ
て

い
た

た
め

、
 

下
か

ら
る
よ

う
に

け
を

行
っ
た

。
家

庭
 

に
も

連
し
、

協
力

し
て

も
ら

っ
た
。

々
に
 

の
持
ち

が
変
わ

っ
て

き
た

。
 

年
少

で
は
下

か
ら

持
っ

て
食

べ
る
こ

と
が
 

来
る
よ

う
に

な
っ

た
。
 

  

・
 

ー
り

で
は
ん

や
お

か
を

食
べ

る
。
 

・
 

少
し

つ
で

は
ん
を

は
さ
め

る
よ

う
に
 

 
な

る
。
 

   

月
中

よ
り

給
食

が
ま
り

年
中

め
て
 

の
給

食
で

、
み

そ
の

、
じ

ゃ
が

の
 

や
を
上

に
を

っ
て
食
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る
こ

と
が

で
 

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
た

。
 

家
庭

で
も

日
を

持
つ

習
に

取
り

組
み

、
 

成
が
見

ら
れ

た
。
 

 

園
 

年
中
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実践 １             お さん っこ         令和 2年 2月 2 日  

ーマ        「 ってどんなとこ かな 」 

対 児 
年中組  

年少組 55  計１  
らい 

〇 様々な や 物に興味を持ち、関心を

める。 

〇 お さん っこへの期 や を

める。 

幼児の実態 

〇 に対して 識が く、 したり減 したりする が見られる。 

〇 員さんの をして、 っこ びを楽しむ が見られる。 

〇 お さん っこを楽しみにしている。 

活 の れ 幼児の活 ・発  保育者の  

〇 について

を見ながら、 を く。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 りについて を

く。 

 

 

 

 

〇 を ったり、 らし

たりする。 

 

 

 

〇 り っこ 

〇 について、 を見ながら に

ったこと、知っていることなど をする。 

「このお 、見たことあるよ 」 年中・少児

「〇〇っていう 物だよ 。」 年中・少児  

「このお は少し いよ。」 年中児  

「この 物はすっ いよ 。」 年少児  

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 りに われる インを えてもらい、 イ

ンを したり、友達 で見せ ったりす

る。 

「２本指だから２ だ 」 年中児  

「 00 はどうするのかな 」 年少児  

 

〇 りに われる を持ってみたり、 らして

みたりする。 

「大きい 、重たい 。」 年中児  

「どうやったら るのかな 」 年中児  

 

〇 りを し、 っこ びを楽しむ。 

「いらっしゃい、いらっしゃーい。」 年中児  

「おいしいお ですよ。」 年中児  

「いくらで いますか 」 年中児  

「２ 」 年中児  

「ありがとう います。」 年中児  

 

〇 子どもたちが しやす

い に変え分かりやすく

したり、 を見なが

ら、保育者が大きな

ションをとることで、興味・

関心が まるようにする。

〇 や 物の特 や を

したりしながら や 物

の知識を められるように

する。 

〇 食の大切さや、生 者へ

の感謝の気持ちに気付ける

ようにする。 

 

〇 年中児は やお に興味

を持ち、お のやりとりに

も関心を める。 

 

 

 

〇 る人と う人のやりと

りを通して、お やさん

っこへの期 を める。 

・  

定では へ見 に行く計画だったが、 イルス感 を 慮し、見 を中 し、 前

となる。 

年少児には少し しい内容だったが、 や 物の にはとても興味を持っていた。年中児

は、たくさんの の や 物に関心を持ち、「食べてみたいと った。」という も かれ、

や 物に対しての興味・関心が まったように う。 
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実践 ２                 お さん っこ 日       令和 2年 月 日  

対 児 
年中組  

年少組 55  計 0  
らい 

〇 本物 様に られた食 や食べ物に れ、食への

関心を める。 

〇 り 、 い になりきり、 っこ びを通して

喜びや達成感を味わう。 

幼児の実態 

〇 生活の中で見ている食べ物を、身の りにある を って工夫しながら る。 年中児  

〇 保育者や友達と関わりながら、 っこ びを楽しむ。 年少児  

〇 異年 児と活 することで えたり、 したりする経験を増やし、 れや自信につな ることが

できる。 年中・少児  

活 の れ 幼児の活 ・発  保育者の  

〇 お さん っこの

 

 

 

 

 

 

 

〇 お さん っこスタ

ー  

前 ー  

年中組  

もも組   

組   

年少組  

すみれ組  物  

組 ス ー  

      たこやき  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 ー と 代す

る。 

 

 

〇 活 の り りをす

る。 

〇 ス とにそれ れのお の前に集まり

保育者の を く。 

〇 お の を きながら、どんなお があるの

か、見 をする。 

「おいしそうな食べ物がたくさんある。」 

「これ いたいな。」 

〇 お さん っこのお をする。 

 

〇 前 ー のシール は 員さんになり

ー その他のシール はお さんになり、

お さん っこを楽しむ。 

「いらっしゃいませ。どれにしますか 」 

「〇〇をください。」 

「 のお りになります。」 

「ありがとう いました。また来て下さい 。」

〇 食 ースで った 物を 、友達 で見

せ ったり、食べたり んだりする。 

「これおいしい 。」 

「本 に食べたくなっちゃう 。」 

「 はどこのお に行こうか。」 

 

 

 

 

 

 

 

〇 員さん とお さん を 代し、前 様お

さん っこを楽しむ。 

 

 

〇 り上 たお を分け、給 として持ち る。

 

〇 それ れのお にはどんな食

べ物が っているのか、一緒に

見て り、お さん っこへ

の期 を める。 

〇 この食べ物にはどんな食 が

っているか、この や 物

でどんな ニューが れるかな

ど をしながら見 すること

で、食への興味・関心を めら

れるようにする。 

 

〇 保育者も一緒に 員さんやお

さんになりきり、楽しさを共

感する。 

〇 お や にも興味が持てるよ

う、 けを工夫する。 

〇 物を見て、「す い 本物み

たい 」と大 さに めること

で、 った子どもたちが喜びや

感を味わえるようにする。

〇 食 ースで保育者も一緒に

食を楽しみ、食感や味覚、

覚にも興味を持てるような

けをする。 

〇 子ども の関りが深まるよ

う見 り、なかなか うことが

できない幼児など、必要に じ

て をする。 

〇 活 の り りをし、 日の

り上 を給 として すこと

で、 感や達成感を味わうこ

とができるようにする。 

・  

〇 様々な 物に れて、興味を持ちながら、 的に 加することができた。 

〇 自分たちが った 物を ってもらえた 感やみんなで協力して った達成感を味わうことが

できた。 

〇 給食 には子どもたち で について をする もみられ、 や 物に対して、興味・関心

が まったように う。 



− 21 −

実践                 の え            令和 2 年 月 日  

ーマ  みんなで力を わせて、 の を え育てる 

対 児 
年 児  

年中児  計１ ６  
らい

〇 の世 を通して、 に興味・関心を持ち、

収 の喜びを味わう。 

〇 命を感じたり、命を大切にする心を う。 

幼児の実態 

〇 が の形へと生 することを知らない。 年中児  

〇 を に え、生 することを楽しみにしている。 年中・ 児  

〇 どんな世 をすればいいか、子どもたち で をしている が見られる。 年中・

児  

活 の れ 幼児の活 ・発  保育者の  

〇 ンターに 、

を れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 を える。 

 マ  

き うり 

なす 

 ーマン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 やりをする。 

 

〇 ンターの が れる 度に を れる。

〇 を れる。 

「楽しい 」 

「おうちでしたことがある 」 

 

 

 

 

 

 

 

〇 保育者が持っている の様子を見て、気付い

たことや、 ったことを伝え う。 

「 っ 」 

「これがお になるんだ。」 

「 ってみたい。」 

「 愛い 。」 

「はやく大きくならないかな 。」 

「大きくな れ 大きくな れ 」 

「やさしく るんだよ 」 

 

 

 

 

 

 

 

〇 どんな生 、変化があるか する。 

〇 じ う に をくみ、 に やりをする。

「全 大きくならない 。」 

「はやく食べたい 」 

「 っ が えているよ。」 

 

〇 みのある の を

し、 に興味・関心が

まるようにする。 

〇 を見せ、「どんな 」

「形はどう 」「 いはする

かな 」などと の を

えてみたい気持ちや育て

てみたい気持ちになるよう

な を行う。 

〇 視覚、 覚、 覚などで感

じたこと、 ったことを自

に発 できるよう しな

がら する力を う。 

〇 に愛 を持ち、命を

感じたり、大切に育てるこ

とができるように世 をす

る を め、栽培する楽

しさを味わえるようにす

る。 

 

 

 

〇 やりを れるとどうな

るか い け世 をするこ

との大切さに気付くような

けをする。 

〇 物と関わることで、生

の変化に気付いた幼児の

を え、その気付きに共

感し、他児にも伝えていく。

 

・  

えをしたことのない幼児にとっては特 な体験となり、いつも食べている をより

身 に感じることができた。 

の特 や変化に気付くことで への興味・関心や食べることへの を めること

ができた。 
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 まとめ 

 本園は開園 来食育に力を れてきたが、 めて「子どもの健康な心と身体を育む食育を える」

という研究の視点から実践したとこ 、大切な点と、 に研究を深めなければいけない点が見えて

きた。 

 年度は、 まで行ってきた保育を食育の 点から見 し、 年 との年間食育計画を立てた。

、実践の 中ではあるが、 を踏まえながら に し、 実したものにしたい。 

 は、食への興味、関心を深められるよう、環境や びの工夫ということでお さん っこ

に 目し、食育を ーマとして や 物を取り れてみた。 

 お さん っこを前に、実 に の様子も見 できたら子どもたちの にもつながる

と見 を計画したが、 年はコ ナ ルス感 の 、 前に中 となる。しかし、

の が園に 前 に 向いて下さり、 い体験となった。来年は、 見 を計画したい。 

 の えも 年 めて取り組み、年 、年中組で育てている。 やりをして き き、

の生 の様子を し、収 の喜びを味わわせたい。 

 、６月上 にき うりや マ の収 をし、実 に 食した。 な子どもたちも自分たち

で育てた をおいしいと食べていた。 重な体験となる。 き き他の の生 も する。 

 このように、子どもたちが食に興味を持ち喜んで食するためには、保育者自身が食に興味を持ち、

研究をし、子どもたちにい い な経験をさせることが大切であることを実感した。 

 また、 園・進 に行った食事状 で 食を食べない子や、１ 間 上かけて 食を食べ

る子が何人かいるため、このような状 を踏まえ、家庭と連携を取りながら、食事の望ましい習慣、

、 食の 、 の い 等、食への情報を収集し、成 期にある幼児の心身の健全な発達の

ために食育 育を進めていきたい。 

 

６ の課題 

〇 年間食育計画を実践し、 をもとに に し、 実したものにする。 

〇 食育 を工夫し、楽しんで食への興味、関心が深められるようにする。 

〇 ル ー対 等も研修をし、力を れる。 

〇 「幼児期の わりまでに育って しい 」を踏まえて「健康な心と身体」の 育内容の 実を

っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


